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４．学校法人の業務の適正を確保するための体制（内部統制システム） 

の整備及び運用状況の概要 

 

（１） 関係する決議の概要 

当法人は、2025 年 3 月 25 日及び 2025 年 4 月 22 日開催の理事会において、理事

の職務執行が法令及び寄附行為に適合すること並びに業務の適正を確保するための

内部統制システムの整備に関する基本方針を決議し、2025 年 4 月 1 日付でこれを制

定した。 

 

（２） 体制整備及び運用状況の概要 

① 理事の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

理事会及び評議員会を定期的に開催し、重要事項の審議・決定を行うとともに、

議事要録を適時に作成し、文書管理規程に基づき適切に保存・管理している。当事業

年度においては、理事会を 15回開催し、全ての回において定足数を満たし適法に運

営された。議事要録は議事要録署名人の確認を経て適切に作成・保存されている。 

 

② 損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

リスク管理に関する諸規程を整備し、各部署においてリスクの識別・評価及び対

応を実施するとともに、内部監査部門がリスク管理状況を確認している。当事業年度

においては、税務調査への対応や施設設備に関する課題、外部評価結果への対応等、

法人運営に係るリスクについて理事会において適時報告・審議が行われ、必要な対応

が図られた。 

 

③ 理事の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

理事の担当業務及び決裁権限を明確化し、迅速な意思決定及び業務執行を行って

いる。当事業年度においては、事業計画・予算、資産運用、人事、規程改正等の重要

事項について理事会で継続的に審議・決定が行われたほか、月次決算報告や業務執行

状況の定期報告が実施されるなど、PDCA サイクルに基づく適切な業務運営が行われ

た。また、内部質保証体制の見直しや各種委員会の設置等により、組織的な意思決定

の高度化・効率化が図られている。 
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④ 職員の職務の執行が法令及び寄附行為に適合することを確保するための体制 

役職員の法令遵守及び適正な業務執行を確保するため、研究活動に係る不正防止、

研究者の行動規範、公的研究費の不正使用防止規程、個人情報保護に関する規程等の

各種規程・ポリシーを整備し、情報公開のもと運用している。当事業年度においては、

内部監査室により公的研究費に関する内部監査を実施し、科研費等 18件の通常監査

および 4 件の特別監査、補助金関連公的研究費について通常監査 3 件、特別監査 1

件を実施した。監査の結果、収支管理は適切に行われており、証憑書類の妥当性や物

品の実在性についても問題は認められなかった。また、役務に係る証憑確認等の重点

項目についても適切に運用されていることを確認した。 

 

⑤ 監事の監査が実効的に行われることを確保するための体制等 

監事は理事会等の重要会議に出席し、業務執行状況の監査を実施している。当事

業年度においては、2025 年 11 月 18 日に監事監査を実施し、内部監査対象案件の確

認及び体制整備状況の検証を行った。監査の結果、内部監査プロセス及び管理体制に

特段の問題はなく、適切な収支管理が行われていることが確認された。また、監事は

理事会において、法人の業務及び財産の状況並びに理事の職務執行について重大な

違反事実がない旨を報告している。さらに、内部監査との連携により監査機能の強化

が図られている。 

 

（総括） 

以上のとおり、当法人における内部統制システムは、基本方針に基づき適切に整

備・運用されており、理事の職務執行の適法性及び業務の適正性を確保する体制は有

効に機能している。当事業年度においては、内部監査及び監事監査の結果、是正を要

する重大な不備は認められず、必要な改善対応も適切に実施されている。今後も、内

部統制システムの継続的な見直し及び充実を図り、ガバナンスの強化に努める。 
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５ その他 

１．2025年度事業計画書及び事業報告書に関する自己点検・評価の過程 

（１） 事業計画書策定の過程 

2024 年 7月 19日 

経理部から各部門に 2025年度事業計画の草案作成依頼（締切 8月 21日） 

2024 年 8月 29日 

2024 年度第 5回法人経営連絡会「2025年度事業計画(案)」を提示 

2024 年 9月 10日 

2024 年度第 6回理事会「2025 年度予算編成スケジュール（案）の件」 

2025年度事業計画案が承認。 

2024 年 10月～ 

経理部にて事業計画書及び各部門からの要求を基に 2025 年度予算の検討開始 

2025 年 3月 25日 

2024 年度第 4回評議員会 

諮問事項「2025年度事業計画案の件」にて了承された。 

 

（２） 事業報告書策定及び自己点検・評価の過程 

2026 年 3月 30日 

総務部から各部門に 2025年度事業計画に対する実績の作成依頼（締切 4月 21日） 

2026 年 4月 1日 

教学マネジメント会議にて、2025年度重点方針の自己点検評価の分担確認 

2026 年 4月 28日 

理事会に、2025年度事業計画に対する各部門の実績を入れた 2025 年度事業報告

書案の一部及び 2025年度重点方針に係る事業概要のポイントを報告し、審議 

2026 年 4月 30日 

教学マネジメント会議にて、2025年度重点方針の自己点検評価の確認 

2026 年 5月 14日  

法人経営連絡会にて、2025 年度事業報告書案を審議 

2026 年 5月 26日 

理事会にて、2025年度事業報告書案を審議（決算関係を除く） 
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2026 年 6月 9日 

臨時理事会にで、決算を承認し、2025年度事業報告書案が確定 

2026 年 6月 23日 

評議員会に、2025年度事業報告書案を諮問し、了承 

2026 年 7月 1日 

2025年度事業報告書をホームページで公開 

 

２．2025 年度重点方針に係る事業概要のポイントについて 

① 応用力・実践力の高い人材育成 

社会で活躍するための応用力・実践力が高い人材を育成するために、2024 年度に

導入した新コアカリキュラムについて、学修効果が向上していることを確認するとと

もに、効率的に効果を向上させるように引き続き検討・対応を行う。 

【主な実績】 

・授業科目を 2年単位で段階的に編成し、講義・演習・実習を有機的に連携させる

ことで、実践的教育内容の充実を図った。 

・基礎実習教育を支援する「スチューデント・アシスタント制度」を導入し、教

育・研究活動の質向上を図った。 

・2年次に「研究の現場」を開講し、研究室・部門の紹介を通じて学生の研究志向

の向上を促進した。 

・総合演習科目及び教育支援システムを活用した国家試験対策により、体系的な学

修体制を整備した。 

・創薬科学科において研究力養成を目的としたカリキュラム改正を行い、実習科目

の充実を図った。 

・IRコンソーシアムに加盟し、学修成果の客観的・継続的な検証体制を整備した。 

 

② 重点分野の人材確保・教員配置 

薬学及び医学の潮流を意識し、今後より重要性が高まる分野において優秀な人材の

確保・教員配置を実現すべく、必要な対応を継続、持続的な発展を目指す。 

【主な実績】 

・中長期的視点に基づく教員人事計画を策定した。 

・重点分野を踏まえた教員配置の見直しを実施した。 

・FD活動を計画的に実施し、教育力の向上を図った。 

 

③ 受験生確保・広報強化 

より多くの受験生が人材育成方針を理解するように広報を強化、基礎学力・思考力・

向上心・意欲のある受験生数の維持・拡大に努める。 

【主な実績】 

・ホームページ「受験生サイト」の改善及び公式 LINE の運用開始により、情報発信
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を強化した。 

・進学相談会への参加（17件）により、受験生への直接的な情報提供機会を拡充し

た。 

・高校訪問や模擬講義等を通じた高大連携を推進した。 

 

④ ガバナンス強化（法改正対応） 

2025 年 4 月施行の改正私立学校法に基づき、学内の体制を整備するとともに、社

会の信頼を得て、本学が一層発展していくための適切な運営を行う。 

【主な実績】 

・役員・評議員の選任及び内部統制システム整備の基本方針を策定し、体制整備を 

実施した。 

・各種会議体の適切な運営を通じて、ガバナンスの実効性向上を図った。 

 

⑤ 自己点検評価・PDCA強化 

2024 年度に受審した外部評価の結果を踏まえ、理事長・学長の指示の下、日常的な

点検・改善を果たしながら、定期的な自己点検評価の PDCA強化に取り組む。 

【主な実績】 

・教学マネジメント会議を中心とした内部質保証体制の再構築を実施した。 

・関連規程の整備及び自己点検・評価報告書の作成を行った。 

・外部委員による検証を導入し、PDCAサイクルの実効性向上を図った。 

 

⑥ 業務効率化・研究環境改善 

業務の効率化・合理化・省力化による教育・研究時間の確保や、研究環境の改善に

よる研究の活性化に努める。 

【主な実績】 

・出張手続及び施設利用手続の電子化、生成 AIの活用等により業務の効率化を推進 

した。 

・電子決裁システムの構築及び運用ルールの整備を実施した。 

・私学助成を活用し、NMR 分光計等の研究設備を更新・導入した。 

 

⑦ ブランド力向上 

大学のブランド力向上のため、ホームページによる情報発信や研究成果のプレスリ

リース等を強化し、就職・研究費獲得・共同研究等での優位性を高める。 

【主な実績】 

・ホームページによる情報発信を強化し、本学の特色を効果的に発信した。 

・研究成果や産学連携に関する情報の積極的な発信を行った。 

 

⑧ 財務基盤の安定化 

本学に対する社会的ニーズを踏まえながら、学生・保護者・薬事関係者の期待に応

えるべく、教育・研究活動に必要な対策をうちながら、不要不急の経費を削減するな

どして長期に亘り安定した大学運営を行える財務基盤を構築する。 
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【主な実績】 

・外部資金の獲得及び経費削減に取り組んだ。 

・物価上昇の影響を抑制しつつ、安定的な財務運営を実施した。 

 

⑨ 中長期展望の検討 

本学を取り巻く環境の動向も考慮しつつ、様々な想定に対応した本学の中長期的な

展望について、新たな中期事業計画（2025 年度～2029 年度）を踏まえ議論を深める。 

【主な実績】 

・教員人事計画の策定を行った。 

・施設整備等の中長期的課題について検討を実施した。 
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令和７（2025）年度 

事業報告書附属明細書 

 
 
 
当該事業年度において、事業報告書の内容を補足すべき重要な事項はありません。 
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